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編　集　後　記
　令和の時代に入っての最初の人間社会学部紀要は，4学科から「論文」5本，「研究ノート」3本，合わせて 8
本が投稿された。今回は，大学院生や元学部生が指導教員と連名で執筆した論文も掲載されている。特に，学部
生の取り組んだ卒業論文が紀要に掲載されるということは，大学という高等教育機関として喜ばしいことである。
今後の卒業論文指導の一つの目標となろう。本誌の執筆者の方々は，忙しい日々の中で，研究時間や論文執筆時
間の捻出に苦慮されたことと思う。本誌への投稿が活発となり，人間社会学部各学科の研究発展に寄与できるよ
う，尽力していきたい。最後に，お忙しい中，丁寧な査読をしてくださった先生方に感謝申し上げたい。（藤崎）
　心理学科からは，今号へ論文 2本の投稿があり，厳正な査読を経て掲載となった。1本は，第 1著者が卒業論
文として提出したものを，大学院入学後に再分析し指導教員と連名で執筆した論文で，本論文をもとにして修士
論文に発展したものである。もう 1本も，第 2著者の卒業論文を指導教員と連名で再構成した論文である。卒業
論文が再分析，再構成され，学部紀要に論文として掲載され公表されることは，大変喜ばしいことである。お忙
しい中，査読をお引き受けいただいた先生方に感謝申し上げる。（島谷）
　現代教養学科からは，今号へ論文 2編，研究ノート 1編の投稿があり，査読を経て掲載の運びとなった。まず
校務が重なる年末年始であったにもかかわらず，ご自分の研究成果を論文や研究ノートの形でまとめられた執筆
者の先生方に，そして何よりご多忙のなか査読をお引き受けいただいた先生方に心から御礼を申しあげたい。例
年と同様に，今号でも本学科における学問分野の多様さが垣間見える論文のラインナップとなっている。大学教
員の仕事において研究活動も重要な位置を占めている以上，ぜひ今後とも「学苑」をその成果発信の場の一つと
して，今以上に多くの投稿を期待する。（シム）
　福祉社会学科では，論文 1本，研究ノート 1本が掲載の運びとなった。今日，少子高齢化が進展する中，地域
における住民の多様な生活課題への対応がより求められている。そうした生活課題に対する援助や地域づくりに
関して示唆に富む実証的な研究を掲載できたことは，大きな成果である。今後も福祉社会の実現に寄与する研究
を掲載していければと思う。（北本）
　初等教育学科からは，今号へは 1本の投稿を寄せた。カルチャーセンター出身で芥川賞を受賞した一女性作家
に向けられた言説の特徴から，女性の教養醸成の展開を捉える際の教育史研究の課題を提示した研究ノートであ
る。初等教育学科では，本年度より新課程による教育が始まり，無事に初年度を終えた。専門家でも目まぐるし
く感じる矢継ぎ早の制度改革の中で，逞しく教育・保育現場に立つ学生を送り出すために，本学科教員も研究を
積み重ね，学生に伝達する情報を日々更新していく必要がある。その成果発表の場として，今後とも「学苑」へ
の積極的な投稿を期待したい。（歌川）
 編集委員　島谷まき子・シム　チュン・キャット・北本佳子・歌川光一
